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Sun Virtual Desktop Connector 1.0 
リリースノート

Sun Virtual Desktop Connector (VDC) は、Sun Ray Server Software 4.0 や Sun 
Secure Global Desktop 4.4 などのデスクトップインフラストラクチャ技術を、
VMware® Virtual Center などの仮想化サーバーと接続して、ユーザーが thin クライ
アント、Web ブラウザ、またはその他のデバイスから同じ仮想デスクトップにアク
セスできるようにします。また、仮想デスクトップと仮想マシンの作成および管理の
ための多くの機能が備わっています。詳細な説明は、次のサイトにある『Sun Virtual 
Desktop Connector 1.0 インストールおよび管理ガイド』に記載されています。

http://docs.sun.com/app/docs/doc/820-4768

このドキュメントには、要件やサポート対象のプラットフォームのほか、既知の問題
と回避方法、テクニカルノート、追加リソースへのポインタなど、リリース時に利用
可能な Sun Virtual Desktop Connector 1.0 に関する重要な情報が含まれています。
Sun Virtual Desktop Connector を使用する前に、必ずこのドキュメントをご一読く
ださい。

システム要件
Virtual Desktop Connector の管理 GUI の構成には、Apache Tomcat version 5.5 以上
が必要です。その他の要件については、『Sun Virtual Desktop Connector 1.0 インス
トールおよび管理ガイド』を参照してください。
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サポート対象のプラットフォーム

オペレーティングシステム

Sun Virtual Desktop Connector 1.0 は、次のオペレーティング システムで動作するよ
うに設計されています。

仮想化プラットフォーム

Sun Virtual Desktop Connector 1.0 は、次の仮想化プラットフォームをサポートしま
す。

■ VMware VirtualCenter 2.0.x

■ VMware VirtualCenter 2.5

表 1 Sun Virtual Desktop Connector 1.0 のサポート対象のオペレーティングシステム

Virtual Desktop 
Connector

Solaris OS の
バージョン

Linux OS の
バージョン

Windows OS の
バージョン

コアコンポーネント Solaris 10 11/06 
SPARC
Solaris 10 11/06
x86

Red Hat Enterprise 
Linux Advanced 
Server 4 Update 3
SuSE Linux 
Enterprise Server 9 
Service Pack 3

エージェント Windows 2003 以上*

Windows XP 
Professional

* Windows 2008 は、Virtual Desktop Connector 1.0 のテストが完了したあとにリリースされたため、サポート
対象とは見なされません。
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インストールノート
このリリースに含まれるファイルは、次のような構成になっています。

■ vda_1.0

Virtual Desktop Connector のインストールと実行に必要なすべてのパッケージ
と、Virtual Desktop Connector および Apache Web サーバーのライセンス情報

■ パッチ

Virtual Desktop Connector のすべての機能を十分に利用するには、使用している
オペレーティングシステム用に構成されているパッチを適用することをお勧めし
ます。次の「利用可能なパッチ」を参照してください。

■ vda-install

Virtual Desktop Connector のインストールを実行するためのセットアップスクリ
プト

利用可能なパッチ
Sun Ray データストアを Virtual Desktop Connector の構成バックエンドとして使用
できるように、このリリースには Patches サブディレクトリに特別なパッチが含まれ
ています。このパッチは、次のオペレーティングシステム固有のバージョンで利用で
きます。

このパッチの /opt/SUNWut/lib/utprop には、libutadmin の拡張版および 
utprop コマンド行インタフェースの変更版が含まれています。両ファイルとも、
SUNWuta パッケージの一部です。所定のパッチをインストールするには、そのパッ
チの README ファイルの説明に従ってください。

表 2 Sun Virtual Desktop Connector の推奨パッチ

パッチ番号 オペレーティングシステム/プラットフォーム

127553-XX Solaris SPARC

127554-XX Solaris x86

127555-XX Red Hat Advanced Server および SuSE Linux Enterprise Server
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既知の問題

注 – ここに挙げられていない共通の問題に対する解決方法については、『Sun 
Virtual Desktop Connector 1.0 インストールおよび管理ガイド』の「トラブルシュー
ティング」を参照してください。

VDC エージェントと Windows OS のローカライズ版 
(Bug ID 6675420)

VDC エージェントのインストーラは、デフォルトでは、英語版以外の Windows 上
でエージェントをインストールしません。VDC エージェントのインストーラがある
パスの検出が言語に依存していないため、Web Access との通信に必要な VMware 証
明書 (rui.crt) を見つけることができません。

回避方法としては、英語版以外の Windows 上で VirtualCenter をインストールした
あと、ただし VDC エージェントをインストールする前に、次の手順を実行します。

1. 次の場所に Application Data という名前のフォルダを作成します。
C:\<localized Documents and Settings>\All Users\

<localized Documents and Settings> など、文字列で使用されている斜体は、この
名前がローカライズ先の言語ごとに異なることを意味します。localized という
語は、実際にローカライズされた名前の一部ではありません。

2. 次の場所から、サブディレクトリを含むディレクトリ全体をコピーします。
C:\<localized Documents and Settings>\All Users\<localized Application Data>\VMware
コピー先は、次に示すこの新しいフォルダです。
C:\<localized Documents and Settings>\All Users\Application Data

3. VDC エージェントのインストーラを通常どおり実行します。

Netscape

管理 GUI では Netscape 4.x はサポートされていません。

VMware VirtualCenter

管理 GUI では、クラスタでのメモリー使用量の詳細が、マイナス記号 (「-」) や「利
用できません」というツールチップのメッセージで示されることがあります。これ
は、VMware VirtualCenter のバグによるもので、リソースプールでのメモリー使用
量が一定量を超えると、メモリー使用量は負の数として示されます。
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ドキュメント
この製品の最新のドキュメントは、docs.sun.com で公開されます。さらに、
Virtual Desktop Connector の管理 GUI に、コンテキストオンラインヘルプが用意さ
れています。

次の表は、各ドキュメントで説明されているタスクと概念を一覧表示したものです。

問題の報告とフィードバックの提供
一般的なフィードバックやソフトウェアのバグの報告は、次の電子メールアドレスに
送信してください。
sun-vdi-feedback@sun.com

バグを報告する場合は、次の情報を伝えてください (該当するとき)。

■ 問題の説明。問題が発生する状況や操作への影響など。

■ マシンタイプ、オペレーティングシステムのバージョン、ブラウザの種類とバー
ジョン、ロケール (該当する場合)、パッチを含めた製品のバージョン、その問題
に影響している可能性のあるその他のソフトウェア。

■ その問題を再現するために使用した方法の詳細な手順。

■ エラーログまたはコアダンプ。

表 3 Sun Virtual Desktop Connector のドキュメント

情報 ドキュメント

ソフトウェアとドキュメントに関する最新情報 リリースノート

Virtual Desktop Connector とその各種コンポー
ネント、サポート対象のプラットフォーム、お
よび環境のインストール、管理、および構成

インストールおよび管理ガイド

Virtual Desktop Connector と連動させながら使
用できる一般的な使用説明

オンラインヘルプ
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